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ルピシアニセコヴィレッジ新社屋　虻田郡ニセコ町

ルピシアニセコヴィレッジ新社屋は，羊蹄山が一望できるニ
セコ町にあり，道産カラマツの構造用集成材とCLTを使用した
木造建築物です。風土に根ざしたエコフレンドリーな建築であ
り，雪庇や吹き溜りを生じにくい形状や風通しの良い設計を採
用しています。
表紙の写真は，中庭から見た軒の様子です。このような半径

16.5mの円形平面により，内外の空間に円環状の一体感を持た
せています。詳細は，本号の「人が人に出会い，風景に出会う
場所をつくる」をご覧下さい。


